







その他のタイトル Ong Tao Worship in Vietnam from the















































チャン (HuタnhNgQC Trang) もオンタオ 3
神には中国八卦が影響していると述べてい
































































































~50 年前まで使用されてきた(図 2) 。
ホイアンの昔のカマドを調査したチャン・





ている (TranThj L~ Xuお12010)。また現
在、!日市街には9つのカマドが残されており、
そのうち 4つはまだ家族の生活のなかで使




















































































































































事例 4)クアン・タン (QuanThang)邸 (図
12) 


















































































































































































































































































HuタnhNgQc Trang， Nguyen DネiPhuc 
“Chuσng r :Tao Quan-Nhat Gia Chi 
Chu" DCic khaoνe lin nguδηg thO' 
gia than， Nxb Van hoa van ngh~: 35回
56.2013 
Toan Anh 
Nep cu Tin nguδ'ng Vift Nam， Nxb 
Thanh pho HδChi Minh， 1997(1967) 
Tran NgQc Them 
C(f So・VanHoa Viet Nam， NXB Giao 
Duc.1999 
Tran Thi Le Xuan 
“BEP XUA TRONG 01 TICH 0 KHU 
PHO CO丘QlAN" Ban Tin cua Trung 
tam QLBT Di tich， NXB Trung tam 
QLBT Di tich HQi An， 2010 
f嘉定通志j巻 3、要15懐徳、明命元年 (1820)
i主
]ロイとは 3間x3間の正方形で素朴な形式
で、ベトナム中部住宅のプロトタイプであ
る(垣内他1996・945)。
2ベトナムの士製支脚は、古くはフングエン
期 (4000BP-3000BP)から出二!こされている。
ドンソン文化(紀元前3世紀一紀元前 1世
紀)を経て歴史時代、近年まで形態の変化
はあるが継続して使用されてきている。フ
ングエン期の土製支脚は梅原末次(梅原
1944・75-78)、 ドンソン文化の土製支脚は西
村昌也 (2011:49)が報告をしている。また
ハノイ歴史博物館にはフングエン期、 ドン
ソン文化の土製支腕]の展示がある。
l r抱朴子j内篇巻六、微旨篇「天地に過ち
を再る神があり、人の犯した罪の軽重に
1.遭ってその算(命数)を奪う。算がへると、
その人は貧乏したり、病気になったり、た
びたび心配事に遇う。算が尽きれば人は死
ぬ。算を奪われるべき罪状は数百条あり、
一々述べきれない。またこうも言う、(省略)
そのほか日毎日の夜、竃の神もまた天に昇っ
て人の罪状を報告する。罪の大きな者に対
しては紀を奪う。紀とは三百日である。罪
の小さな者に対しては算を奪う。算とは三
日である。」
11820年鄭i衷徳撰、広南草月時代からi玩朝初期
にかけてのコーチシナ全域(現ベトナム南
部)の地方志(藤原利一郎 1975:707-708)。
雨漏五! 津波高志著
『現場の奄美文化論一沖縄から向かう奄美一J
話者の話によく耳を傾け、自身もよく語り、
そしてよく飲む・・・著者のフィールドワークの
スタイルが手にとるよっに{云わってくる電子
書籍である。琉球大学法文学部の社会人類学
教室で長きにわたり教鞭を執った著者(現在
は名誉教授)が、沖縄や韓国j剤、1'島の研究と
並行しながら、 20年という年月をかけて歩
きつづけてきたのが奄美群島である。奄美の
民俗を、琉球文化と大手[1文化のせめぎ合いの
中で生まれたものと捉える本書の基本的視点
は、まさに沖縄県北部生まれの著者がフィー
ルドワークの現場で摺みとってきた確かな実
感に基づくものといえる。
本書では、以下のとおり、大きく 3つのト
ピックが9つの章に分かれる形で論じられて
いる。
序章奄美へ
第一部変わりゆく葬墓
第一章 与論島デジカメ民俗散歩
第二章 小湊における両家墓
第二部相撲の諸相
-228 
第三章奄美の相撲
第四章 伊仙i可木之香の組んで始める大和相
撲
第五章伊仙町i可権の樟に帝のj話相撲
第六章 大和村大械の豊年祭相撲
第七章土俵までの歩み
第三部 ノロの婚姻
第八章 加計呂麻島於斉の調査ノートから
第九章 ノロの不婚説と可婚説
終章奄美から先島へ
葬墓制から豊年祭の八月踊りと相撲、ノロ制
度、谷川健一論まで、沖縄や奄美の民俗を研
究する者でなければ、少しばかりとっつきに
くさを感じるであろうトピックを、とてもわ
かりやすく、そしてユーモラスに論じたこの
本は、奄美文化の入門書ーとして、そして民俗
学的・文化人類学的フィールドワークの入門
書として、一読をおすすめしたい一冊である。
(藤)1美代子)
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